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平 田   良 子   保護司  和歌山西 

貴 志   浩 治  保護司  和歌山南

長 坂   隆 司  保護司  和歌山南 

貴 志   明 子   保護司 和歌山北 

佐 谷  美津子   保護司 和歌山北 

丹 生   和 夫   保護司 和歌山北 

西 山   光 俊   保護司 和歌山北 
 
近畿地方保護司連盟会長表彰  

角 倉   耕 一  保護司 和歌山東 

林         功  保護司 和歌山東 

補 陀   寛 之  保護司 和歌山東 

松 本   貞 夫  保護司 和歌山東 

中 村   咲 子  保護司 和歌山西 

榎 本      貢  保護司 和歌山北 

小 川   成 子  保護司 和歌山北 

西 本   憲 夫  保護司 和歌山北 
 

和歌山県知事感謝状 

池 田   典 生   保護司  和歌山東 

 

法務大臣表彰  

小 西  健 之   保護司 和歌山東 

長 濵 ツヤ子   保護司 和歌山東 

武 内  優 子   保護司 和歌山南 
 

全国保護司連盟理事長表彰 

北 條  法 聖  保護司 和歌山北 

小 川  尚 子（内助功労）和歌山北 
 
近畿地方更生保護委員会 
委員長表彰   

菊 井   一 夫  保護司  和歌山東 

瀬 藤   祝 夫   保護司  和歌山東 

西 谷  由利子  保護司  和歌山東 

野々村  邦 夫  保護司 和歌山東 

梅 本  街 子  保護司  和歌山西 

 

 去る 10月２６日に開催された和 

歌山県更生保護功労者顕彰式典には 

表彰者・来賓・一般参加者・スタッ 

フ等合わせて４２０余名が参加して 

盛大に挙行されました。 

 当日、式典に先立ち第６６回“社 

会を明るくする運動“作文コンテス 

トにおいて小学生の部・最優秀賞に 

輝いた海南市立北野上小学校６年生

津田 凪彩さんと、中学生の部・最 

優秀作のすさみ町立江住中学校 3年

橋本 恭さんの作文朗読が行なわれ

参加者に大きな感銘を与えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

秦      昭 長   保護司  和歌山東 

樫 畑   直 尚   保護司  和歌山南 

硯   昌 宏   保護司 和歌山南 

平成 28年度

県更生保護功労者顕彰式典盛大に開催される 

 

▲叙勲並びに法務大臣受章者を囲んで式典終了後の記念写真 

栄えある受彰者の皆さま おめでとうございます 

藍 綬 褒 章 
日髙 敏子
岸裏 廣章

 

 
本顕彰式は、県内各地において再犯や

再非行を防ぎ、犯罪や非行に陥った人た

ちの改善更生を助けるとともに、犯罪や非

行のない明るい地域づくりに寄与する 

更生保護関係者が一堂に会し、功労者の

顕彰を行うことにより、関係者の意識統一

と士気の高揚を図り、もって更生保護の

一層の充実発展と犯罪や非行のない

明るい和歌山県の建設を期そうとするも

のである。 

 

 

左：小学生の部  津田 凪彩（小６） 

「人との関わりを大切に」 
 

右：中学生の部  橋本  恭（中３） 

        「やり直せる状況をつくること」 



 

 

  

 

 

 

和歌山保護観察所長表彰 

上 田   誠 二   保護司 和歌山東 

小 坂   千 惠  保護司 和歌山東 

坂 本  記美子  保護司 和歌山東 

西 川  奈緒美  保護司 和歌山東 

野 間  弓 子  保護司 和歌山東 

村 瀬   一 也  保護司 和歌山東 

矢ノ倉     新   保護司 和歌山東 

山 田   博 美  保護司  和歌山東 

湯 橋   敬 一  保護司  和歌山東 

楠 本   眞 司  保護司  和歌山西 

小 橋   睦 子  保護司  和歌山西 

島     由佳子  保護司  和歌山西 

新 野  富次夫  保護司  和歌山西 

西 上   直 宏  保護司  和歌山西 

西 永   由 子  保護司  和歌山西 

青 沼   正 男  保護司 和歌山南 

今 吉   あ や  保護司 和歌山北 

玉 置   和 幸  保護司  和歌山北 

中 谷   節 子  保護司 和歌山北 

本 村   廣 幸  保護司 和歌山北 
 
 

和歌山県保護司会連合会 

会長表彰 

岡 﨑  眞太郎  保護司 和歌山西 

小 西   博 久  保護司 和歌山西 

田 中   清 水  保護司 和歌山西 

平 北   壽 彦  保護司 和歌山西 

大 畑  千賀子  保護司 和歌山南 

静 木   克 志  保護司 和歌山南 

木 綿   良 介  保護司 和歌山北 

長 束  千代美  保護司 和歌山北 

中 村   陽 一  保護司 和歌山北 

花 岡   一 夫  保護司 和歌山北 
 
 
 
 

法務大臣感謝状 

富 永   輝 代  更 女（和歌山１） 
 
日本更生保護女性連盟会長表彰 

堰 本 信 子   更 女（和歌山６） 

木 野  佐都美   更 女（和歌山７） 

近畿更生保護女性連盟会長表彰 

岩 田 圭以子  更 女（和歌山３） 

川 上  擴 子   更 女（和歌山５） 

小長光 加 代  更 女（和歌山６） 
 

和歌山県知事感謝状 

竹 家   弘 美     更 女（和歌山６） 

宮  崎    要     更 女（和歌山９） 
 
和歌山保護観察所長感謝状 

松 本 明 代   更 女（和歌山１） 

山 本 久 子   更 女（和歌山２） 

三 木 須 美 子  更 女（和歌山３） 

宮 本 と し 子  更 女（和歌山３） 

室 谷 敏 子   更 女（和歌山３） 

森 田 亮 子   更 女（和歌山４） 

久 保 聡 美   更 女（和歌山５） 

原 美 登 里   更 女（和歌山６） 

山 中 久 枝   更 女（和歌山６） 

井 上 禮 子   更 女（和歌山７） 

木 野 弘 子   更 女（和歌山７） 

栗 谷 充 代   更 女（和歌山７） 

根 來 通 代   更 女（和歌山７） 

杉 谷 美 佐 子  更 女（和歌山８） 

山 田 美 智 子   更 女（和歌山８） 

伊 賀 恵 美   更 女（和歌山９） 

濱 上 美 登 子  更 女（和歌山９） 

増 井 房 子   更 女（和歌山９） 
 

和歌山県更生保護女性連盟会長表彰 

廣岡  洋子（和１） 名方 繁子（和２） 

前田 典子（和２） 坂部太美子（和３） 

佐々木悦子（和３） 藪  有 子（和３） 

西川  和子（和４）  宮所 順女（和５） 

川井三枝子（和６） 刀禰 トシ（和６） 

井邊 令子（和７） 駒吉   豊（和７） 

坂口 悦子（和７） 谷口 利恵（和７） 

園部さち子（和８） 廣井 智子（和８） 

西村 陽子（和９） 板東 久子（和 9） 

平野多規子（和９） 
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近畿地方更生保護委員会委員長感謝状  

井 本  マチ子  更 女（和歌山３） 

滝 上   好 子   更 女（和歌山５） 

山 名   智 子   更 女（和歌山８） 

 

 

法務大臣感謝状  （県更生保護協会） 

北 畑  惠美子 ・ 島     正 博  

土 山  憲一郎 ・ 谷 崎  博 志 

小 西    博 久 ・（株）紀陽銀行 

株式会社 オークワ 
 

全国更生保護法人連盟理事長表彰  

岩 橋    一 博   （県更生保護協会） 
 
近畿地方更生保護委員会委員長感謝状   

乾   吉 晴  ・ 有 本 晴 行  

岸 裏 廣 章  ・ 森 下 正 紀  

玉 置 和 幸  ・ 田 和 千 惠 子 

森 田 昌 伸  ・ 浅 井 瑛 介 

谷 為 正 太 郎    

明光電気 株式会社・丸新産業 株式会社 

八栄モーター 株式会社 

株式会社 山本進重郎商店 

株式会社 紀陽銀行・株式会社 南 北 

株式会社 島精機製作所 

わかやま農業協同組合・株式会社イヌイ 
 
和歌山保護観察所長感謝状 

前 原 壮 行 ・ 小 原 照 雄 

津 田 泰 幸   

山本産業 株式会社・株式会社 岡本設計 

株式会社 電   創・有限会社 山田工業 

株式会社 クリーンテック（民間協力者）    

饒平名  雅弘（民間協力者） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲表彰状を授与する県更生保護女性連盟会長 

 



 

  

 

 

西支部・西和佐

校区 

総務部会 

 

 

 

西支部・西和佐

校区 

総務部会 

 

  
 

 

てお話のできる数少ない機会です。保護司は対象者と一

対一での関係を大切にする分、「私の面接はこれでいい

のか？」「他の方はどんなふうに対応しているのか？」

と、迷い、不安を感じながらも「大丈夫、大丈夫！」と

自分に言い聞かせて、なんとか今日まで来ました。 

個人情報保護のこともあり、家族といえども他言でき

ません。自分の状況や先輩の経験、新任保護司さんの悩

みなど、安心してお喋りできるので心の中のモヤモヤし

た霧が晴れ、また頑張って行こう！と思えます。 

 貸し切りバスでの旅行は、中高生時代の修学旅行以来

ありませんでしたが、支部の多くの保護司の皆様と一層

親しみができ、元気をいただいた｢一泊二日の研修旅行」

でした。 

東支部の県外研修に参加して 
               東支部・西川 奈緒美 

三回目の参加となる今回の研修旅行は、全国に９ヵ所

ある女子刑務所の一つ、岐阜県の笠松刑務所でした。 

今回の研修で一番印象に残ったことは、ネイルや美容な

ど「今どきの流行」が職業訓練に取り入れていたことで

した。また身に付けた技能を入所中から地元の方に提供

するシステムがあることに感謝せずにはいられません。 

 さて、研修旅行のもう一つの楽しみは、各地の名所・

名跡を訪ね、先人の業績や往時の人々の知恵や創意工夫

に思いをはせることです。訪れた多賀大社の重厚感のあ

ふれる建物と、清々しい空気の中に身を置くと心が見透

かされるよう。また岐阜城の石垣を息を切らして上りな

がら、当時の技術水準の高さと権力に圧倒されました。 

 翌日の見学先の航空自衛隊岐阜基地は、自分とは全く

縁のない場所。息子と同年代の事務官より歴史や意味を

説明していただき、実際の訓練も見学。とにかくものす

ごい音にはびっくりしました。 

敷地内にはコンビニもＡＴＭもある。自衛官がいただ

く昼食と同じものを、同じ場所でいただいた経験は一生

忘れられないでしょう。世間には自分の知らない多くの

世界があるということ。そしてそこには、自分が知らな

い生活があり、生き方があるということも保護司として

心しておく必要があるなと気付かされました。 

もう一つ、研修旅行の意義は、同じ立場の方と安心し 

 

 

 北支部では、１１月２５日・２６日の両日県外研修を

実施しました。 

 ２５日は、奈良少年刑務所の施設見学でした。到着し

ての第一印象は、全体が赤レンガ造りの建物で、特に表

門は、これが刑務所？と思わせる「まるでアラジンの世

界」の建物のような、威厳のあるものでした。 

 この刑務所は、２６歳未満の男子で、犯罪傾向の進ん

でいない受刑者（初受刑者）を、多い時には７００人を 

収容していたが、建設から１０８年もの年月を経て老朽

化により本年度で廃止となる。現在の収容者は２００名

足らずとのこと。所内視察をしていても、刑務官には多

く出合ったが、受刑者は数人見かけただけで、本当に廃

止（刑務官は廃庁と言っていた）に向かっているのだと

感じた。 

施設内は、網走刑務所と同様に宿泊施設は監視台から

扇状に見渡せ、刑務所としては老朽化しているものの、

「監視しやすい施設」であると感じた。また、敷地内に

は、寒風の中に江戸時代の独房というのが２棟建てられ

ており、ここの施設の歴史と当時の様子が浮かんでくる

ように感じた。 

視察を終えた私たちは、亀岡市の「湯の花温泉」に一

泊して親睦を図った。翌朝目覚めると、さすが山間の温

泉郷、濃い朝霧に包まれ二重窓も結露していた。和歌山

市内に住んでいる私たちには、滅多にお目にかかれない

光景に出会うことができたのも旅の思い出です。 

２６日は、亀岡から嵯峨駅まで「トロッコ列車」に乗

り、車窓から紅葉と保津川下りの船を見たりしながら秋

の京都を満喫した。その後、秋季特別名宝展が開催され

ている旧嵯峨御所「大覚寺」を訪れ、今回の研修会は終

了しました。（記・宮本 二） 

 
▲多賀神社での記念の１枚 
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希なケースと向き合った 先生の体験談を聴く

    

秋も深まる 11 月 13 日（日）午

後 1時 30分より、平成 28年度和

歌山保護司会四支部合同研修会が、

河北コミュニティセンターにおいて

開催。助言者として、和歌山保護観

察所企画調整課・金山課長にご出席

を願った。 

今回、西支部からは平田良子保護

司『未成年の境界性人格障害の女性

のケース』と北支部からは森幸子保

護司『性同一性障害Ａ子の背負った

もの』の二つの希なケースについて

発表された。いずれも心に障害を持

つ少年の事件を担当された苦悩の様

子が報告された。これらはまさしく 

 

性同一性障害者は、性別と本人の意

識が一致していない。治療法につい

ては、カウンセリングやホルモン療

法がある。虚言癖については、嘘と

分かっていても聞いてみる。対話の

中で、話の内容が違っていることを

話題にすることも一つの手法。 

何れの場合も保護観察官との緊密

な連携が大切との助言を頂いた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

サポートセンター和歌山の年末・年始の開設予定 

 

 

 

▲左から進行役の北野研修部会長並びに 

発表者の 森 幸子保護司と平田 良子保護司 

 

▲助言に備え、熱心にメモを取る金山課長と 

小西会長 

 
▲質問に立つ参加者 

今日的大きな課題を示されたものと

の実感を受けた。 

 最後に、助言者の金山課長から、

境界性人格障害者は人口の２％位は

いると聞かされた。また、保護観察

では障害を治すことはできないが、

障害の特徴を見極め、本人の気持ち、

家族との関係を理解しながら進める

ことが肝要であるとのこと。また、

性 

アンケートへの協力のお願い 
研修会出席の方に「アンケート」を

実施しました。当日出席できなかっ

た方にも、同アンケートを実施させて

いただきます。ご協力よろしくお願い

いたします。       （研修部会） 


